
＜ みやぎ障害者プラン改定／アンケート調査 ＞ 

H28「宮城県障害者施策推進基礎調査」の結果について 

平 成 2 9 年 6 月 5 日 
宮 城 県 障 害 福 祉 課 

１ 調査の概要 

目的 みやぎ障害者プランに盛り込むべき支援ニーズ・施策の把握 

方法 郵送・インターネットによるアンケート 期間 平成29年1月25日～2月19日 

発送・回収 
障害者手帳所持者4,000人（属性分けの上，無作為抽出）から1,910人回収 

※ 母集団の少ない障害児や知的・精神障害の意向把握のため，標本抽出を調整 

分析上の 
留意点 

全体の傾向等を分析する際は，母集団の構成比（身体67%・知的18%・精神14%）に
応じてウエイトづけ集計を行い，統計的な信頼性を確保 

身体障害 知的障害 精神障害 合計 

発送 回収 発送 回収 発送 回収 発送 回収 ％ 

障害児 817 367 754 387 118 55 1,689 809 47.9 

障害者 891 369 568 280 852 452 2,311 1,101 47.6 

合計 1,708 736 1,322 667 970 507 4,000 1,910 47.8 

３ 詳細 （県の重点施策として推進すべき課題等） 

(3)「住まいの問題」を挙げた人※の分析 

４ 現行プランの評価 （H21調査との経年比較） 

資料１－１ 

２ 結果の概要 

(1)回答者の属性 （実数） 

性 別 

男性 
1,127 

障害児 
510 女性 

783 

障害者 
617 

障害児 
299 

障害者 
484 

N = 
1,910 

居住地 
仙南 
229 

仙台市 
326 

仙台 
552 

大崎 
254 

栗原 98 

登米 122 

石巻 
240 

気仙沼 
89 

N = 
1,910 

N = 
1,825 

就学・就業 未就学 
223 

小学生195 

中学生137 

高校生 
225 一般 

企業 
197 

就労 
施設 
182 

自営業等 
147 

無職 
519 

(2)最優先で取り組んでほしい施策 （複数回答・上位の施策を抜粋） 
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▽ 所得保障（年金等・医療費）の充実のほか，雇用・就労の機会創出や障害者への理解促進， 
  住まいの確保（施設含む），相談支援を含む社会参加のための環境整備を求む声が多数 

障害者 
理解 

施設・交通 
ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ 

住宅 
確保 

入所施設 
整備 

相談体制 
充実 

災害 
対策 

【障害児（保護者）が望む施策の特徴】 
 ①働ける場の確保が最多（50.8%） 
 ②発達障害支援（21.1%）を求む声多数 
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【凡例】 

(1)「働ける場の確保」を挙げた人の分析 

職場・就職での困り事 （上位抜粋） 

単位：％ 
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(2)「障害者への理解」を挙げた人の分析 

29.7 
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差別解消法の認知 被差別経験の有無 

知っている 知らない 不明 ある ない 不明 

▽ 企業・就労施設での就業経験は高いが，下記の理由等から就業年数は短い傾向 

▽ 法制度の認知度に大差はないが，差別を受けた経験ありとの回答が多い 

▽ 現在は在宅だが，下記の理由等から将来はGHや施設での生活を希望する傾向が高い 
※ 「住宅の確保（11.8%）」，「入所施設の整備（10.6%）」，「GHの整備（6.1%）」のいずれかを挙げた人（計25.0%） 

回答者の現在の住まいと将来の希望 日常生活で必要な支援 
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▽ 「最優先施策」の順位に変動はないが， 
  「障害者への理解」や「働く場の確保」等が 
  進捗し，障害のある人の社会参加が促進 

→ その結果，各種施設や交通機関等での 
  ｱｸｾｼﾋﾞﾘﾃｨの向上を求める声が増加 

▽ 他方，GHや入所施設の整備を求める声も 
  増加する傾向にあり，在宅生活に不安を 
  感じている人が増加していると推測 

最優先施策の比較 （上位抜粋） 
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※ ｲﾝﾀｰﾈｯﾄによる回答は160 ｻﾝﾌﾟﾙ（障害児〔保護者〕100/障害者60）で全体の8.3%であった。 


